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100年続く鹿大果樹園

唐湊橋から田上台へと抜ける 裏ヽ
道、を上がると、山あいを縫うよう
に広がる果樹園が見えてくる。県内
に4カ所ある鹿児島大学農学部付属

犀場の‐つく唐湊果樹園だ。開国は
1916 υυ正5)年というから■世紀
近い歴史を持つ。
8.2%の 敷地で栽培されているの

は かヽんきつ類を中心にカキ、ビワ、|

ウメ、フルーベ ,
リーヽマンゴー
など。川口昭二

さん (55)ら 3人
の技術職員が管
理、週 2回の学
生実習を指導す

る。 取 穫後 は
学 生 に食 べ さ
せ、作物を育て

る喜びを実感し
てもらう」 (り |1口 さん)と いう。

97年からは毎月第 ■、 3水曜日に
収穫物の販売会を開始=写真ご田上
台から訪れる常連客の一人、谷川友
子さん (57)は 「新鮮で味が濃 く、お

いしい」 と太鼓判を押す。地域に溶
け込んだ農場は、唐湊地区の隠れた

果`物屋さん、でもあるよう:だ。

桜島望む 最`期の地、

桜島を望む傾斜地 に整然 と並ぶ
7000基の墓石一。平 日でも墓参に訪
れる市民が絶えない唐湊墓地=写真

=は、 8番目の鹿児島市営墓地とし

て1936年 に設けられた。10万平方傷

の敷地 は市

′寸這贅ブヽ。 88
年 までは火

葬場 も併設

さ れ て お

りヽ多 くの

市民の ｀
最

期、
・
を見守

ってきた。
‐傾斜のきつい立地は高齢者には大
変だ。車を乗 り入れようにも道路は
狭 くく決 して便利とはいえない。それ
でも桜島を一望できる魅力から「18

ある市営墓地の中でも安定したノ`、気
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郵 使彦 湊 新 聞
唐
湊
地
区
に
寄
り
添
う
よ
う
に
流
れ
る
新
川
。
改
修
に
よ

っ
て
大
き
く
姿
を
変

え
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
――
鹿
児
島
市
唐
湊
４
丁
目

青
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

外

壁

の

４

階

建

て

園

舎

が
、
建
物
の
密
集
す
る
町

並

み

に

と

り

わ

け

映

え

る
。
卒
園
生
で
歌
手
の
長

渕
剛
さ
ん
の
曲

「空
」
を

も
と
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

■
９
５
４
年
の
開
園
以

来
、
絶
対
音
感
や
ビ
ア
ノ

な
ど
音
楽
教
育
に
力
を
注

ぐ
。
創
設
者
は
父
の
故

・

政

二
さ
ん
。
音
楽
教
諭
時

タ

ウ

ン

唐湊幼稚園 園長代理

福留 正人さん (60)

鹿児島市唐湊 4丁目

軍

曇

翻
毯
蔚

襲
タ
ウ
ン

饗
書
ナ
ピ

一鸞
フ
オ
舞
カ
ス

機
か
ご
し
ま
特
接
鉱

と水害もたらす流れ

改
修
や
ダ
ム
治
水
続
く

代
ヽ
全
国
中
学
校
教
育
研

究
会
音
楽
部
副
会
長
を
務

め
、
県
中
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

「春
の
祭
典
｝
創

設
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

卒
園
生
は
ほ
か
に
も
、

金
管
楽
器
の

ユ
ー
フ

ォ
ニ

ア
ム
奏
者

・
外
圃
祥

一
郎

さ
ん
、
歌
手
の
辛
島
美
登

里
さ
ん
な
ど
多
彩
だ
。

教
室
や
廊
下
に
グ
ラ
ン

ド
ピ

ア

ノ

が

計

８

台

あ

潤
し
た
。
住
民
に
と

っ
て

川
は
衣
服
を
洗
濯
し
、
野

菜
を
洗
う
生
活
の
場
で
も

あ

っ
た
。
自
営
業
宮
本
昌

興
さ
ん

（７５
）
＝
同
市
唐
湊

３
丁
目
＝
は

「
５０
年
く
ら

い
前
は
ほ
と
ん
ど
が
晨
家

恵
み
を
も
た
ら
す
川
の

流
れ
は
い
ひ
と
た
び
梅
雨

や

台

風

で
大

雨

が

降

る

と
、
荒
々
し
い
牙
を
む
き

出
す
。
■
９
９
３
年
の
８

一
６
水
害
で
は
、
■
３
７

９
戸
が
浸
水
の
被
害
を
受

１
８
０
６
年
の
田
上
川
改

修
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
水
神
碑

（左
）
。
隣
は

荒
田
八
幡
宮
の
四
随
神
の

二
つ
で
あ
る
西
随
神
の
祠

＝
鹿
児
島
市
田
上
２
丁
目

け
た
。
当
時
、
消
防
団
員

と
し
て
出
動
し
て
い
た
唐

湊
地
区
町
内
会
副
会
長
の

清
水
勉
さ
ん

（６２
）
＝
同
市

唐
湊
４
丁
目
１１
も
、
自
宅

が
床
上
３０
考
ま
で
浸
水
。

家
財
道
具
も
水
に

つ
か

っ

ほ
ど
あ
ふ
れ
る
こ
と
は
な

か

っ
た
」

「
上
流
域
に
団

地
が
造
ら
れ
た
た
め
、
大

の
工
事
は
、
河
日
か
と

流

へ
長

期

間

に

わ

一

た
。
こ
の
間
９８
年
に
・

０
戸
、
２
０
０
３
年
に

３
０
２
戸
が
水
に

つ
ヽ

た
ｆこ

れ
ま
で
に
約
２
´

億
円
を
か
け
た
河
川
護

は
０９
年
、
中
流
域
の
猜

橋
ま
で
完
成
。
拡
幅
き

た

新

川

の

流

下
能

「

毎
秒
８０
立
方
研
か
ら
口

６

０

立
方

研

に

倍

悩

た
。
清
水
さ
ん
は

「墓

新
川
と
共
に
生
き
る

急
な
坂
道
が

多

い
鹿
児

島
市

の
自
灘
地

区
。
下
か
ら
見
上
げ
る
と
、
空
に
向
か

っ
て

家
並
み
が
連
な
る
。
同
市
中
心
部
を
流
れ
る

新
川
中
流
域
に
広
が
る
街
の
歴
史
は
、

川
の

恩
恵
と
災
害
の
繰
り
返
し
だ

っ
た
。

唐
湊
と
い
う
地
名
を
初

め
て
見
て

、
「
か
ら
み
な

と
」
と
読
ん
で
し
ま
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
名
の
由
来
は
、
文
字
通

り
唐

（中
国
）
の
船
が
着

い
た
湊

（港
）
だ

つ
た
と

す
る
説
や
、
唐
人
が
住
ん

で

い

た

と

す

る

説

が

あ

り
、
架
け
替
え
ら
れ
た
唐

湊
橋
に
は
、
中
国
船
が
描

か
れ
て
い
る
。

新
川
は
、
同
市
石
谷
町

付
近
を
水
源
と
す
る
長
さ

約
１３
事
の
２
級
河
川
。
■

８
０
６

（文
化
３
）
年
い

苦

し

い

薩

摩

藩

の
財

政

蛯
た

‐
新

軸
璃
設
認
赴
雲
渾
隷

行

平

田

平

右

衛

門

に

命

じ

、

田
上

川

の

流

れ

を

変
え
て
新
川
が
造
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。
城
ケ
平
橋
の

た
も
と
に
た
た
ず
む
水
神

碑
は
、
田
上
川
改
修
を
記

が
る
新
田
約
４
０
０
つ
を

鰈
呻̈̈
一匈

藁
濯
機
昴
鶏自

身
、
地
元
で
生
ま
れ

育

っ
た
。
幼
い
こ
ろ
、
新

川
で
ド
ジ

ョ
ウ
す
く
い
や

り
、
ほ
と
ん
ど
の
園
児
が

ウ
ナ
ギ
釣
り
を
し
た
の
は

空
き
時
間
を
使

っ
て
個
人

懐
か
し
い
思
い
出
だ
。
現

レ

ッ
ス
ン
を
受
け
る
。
■

在
は
園
長
の
母
を
支
え
、

日
約
２０
分
間
、
姿
勢
を
正

園
児
■
５
０
人
の
成
長
を

し
て
目
を
閉
じ
、
ド
イ
ツ

見
守

っ
て
い
る
。

語
で
和
音
を
当
て
る
練
習

　

地
域
の
人
た
ち
も
交
え

も
欠
か
さ
な
い
。
　
　
　
　

た

コ
ン
サ
ー
ト
を
年
４
回

「
子
ど
も
た
ち
は
何
で

開
く
。
「朝
か
ら
夕
ま
で
音

も
吸
収
す
る
。
音
楽
だ
け

楽
が
絶
え
な

い
環
境
は
、

で
は
な
く
、
五
感
を
磨
き

地
域
の
支
え
が
あ

っ
て
こ

豊
か
な
ひ
ら
め
き
や
発
想

そ
。

ン
」
れ
か

ら
も

つ
な
が

も
育
て
た
い
」
　

　

　

　

り
を
大
切
に
し
た
い
」

鱚
一キ
一
ン
パ
ス
・ザ
ユ̈
ー
ザ

年
０ぁ
す

。
人
口
と
世
帯
数
　
唐
湊
■
～
４
丁
目
で
３
５
■
８

世
帯
、
６
４
７
８
人
が
暮
ら
す
。

・
表
記
　
■
９
９
３
年
以
前
は

「唐
湊
」
の
住
居
表

示
は
な
く
、
鴨
池
、
郡
元
、
日
上
の
３
町
に
ま
た

が

っ
て
い
た
。

・
学
生
街
　
鹿
児
島
大
学
の
学
生
寮
が
あ
る
ほ
か
、

学
生
向
け
の
下
宿
も
多
か

っ
た
。
「昔
は
学
生
が
大

声
で
歌

っ
た
り
、

マ
ト
ジ
ャ
ン
を
す
る
音
が
に
ぎ

や
か
だ

っ
た
が
、最
近
は
ず
い
ぶ
ん
静
か
に
な

っ

た
」
と
唐
湊
地
区
町
内
会
副
会
長
の
清
水
勉
さ
ん
。

地
域
へ
響
く
音
楽
の
園

量
の
水
が
新
川
に
流
´

ん
だ

の
で
は
」
。
流
特

辺
の
団
地
開
発
や
都
一

に
遠
因
を
求
め
る
住
［

少
な
く
な
い
。

．県
は
■
９
８
２
年
″

川

の

改
修

に

着

手
」

い
た
が
い
市
街
地
を
お

る
た
め
用
地
取
得
な
ぃ

難
航
。

１０
研
程
度
だ
（

川
幅
を
１５
研
程
度
へ
鮨

。
５
倍
に
広
げ
る
キ


